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令和４年度事業報告書 

☆開館状況 

・令和 3 年度はコロナウイルス感染予防のため約 4 か月の休館がありましたが、令和 4 年度は休館

することもなく、感染対策を施しながら事業を行うことが出来ました。 

 

☆利用者数 

令和 4年 12 月末の実績で利用人数は 21,716 名となっており、R3 年度の比較では 266.13％となって

います。男女別でみると男性来館者 7,830 名女性来館者 13,886 名です。R3 年度の比較では 

男性が 300.35％、女性が 250.06％となっており男性の方が戻ってきているようです。 

しかし、令和 1年度の利用者数 41,122 名と比べると、まだ半数と言う状況です。 

新規利用者数についても令和 3 年度との比較で 231％となっていますが、コロナ禍前の半数に満た

ない状況です。 

現在のように人数制限があったり、人数制限が解除されても以前のような「過密」な状況を利用者

自体が避ける傾向が続くと思われるため、利用者人数を急に増加させることは難しいと考えます。 

 

☆事業・講座・行事の実施状況 

 

・専門家相談事業としては「フレイル予防講座」「相続についての講座」「水分補給講座」「睡眠と健

康講座」「スマホ講座」「スマホで健康講座」を開催しました。フレイル、水分補給、睡眠については

コロナ禍で以前は元気だった利用者の弱体化が謙虚に見て取れたこと。またスマホ講座については、

コロナ禍でワクチン接種の予約も病院の診察前の聞き取りも多くはスマホやタブレットでの対応に

なっており、今後高齢者もスマホやインターネットなしでは生活に支障をきたすと考えたからです。

同時に今後今回のような感染症が蔓延するようなことがあっても、スマホを使って健康情報を得た

り、孤立することが無いようにとの思いから「スマホで健康講座」も開催しました。特にこの講座は

北区第 2 包括支援センターと予防センター百合が原と共催で行い、介護予防を担う機関が協力して

開催できたことは意味が大きいと考えます。この講座は今後も続けていくことで合意しています。 

 

・講演運動等事業として「健康体操」「生活講座」「かんたんとレーニング」「トレーニングヨガ」を

行いました。参加者数は R3 年比で 220％となっていますが、コロナ前よりも参加人数を大幅に減ら

しています。体操系の事業は利用者の人気も高いため今後も多く企画することで、利用者人数の増

加を目指していきます。 

 

・教養講座は R2年度,3年度と中止していた「オカリナ講座」を再開しています。令和 2年度に募集

しながら開講できなかったため、改めて募集せず令和 2 年度の受講生を対象に行いました。また、
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社交ダンスに替えて新たにフラダンス講座を開始しました。大変希望者が多い講座となりました。 

・行事は「あさぶ笑点」「文化祭」「クリスマスカーニバル」を行っています。「あさぶ笑点」は児童

会館と共催し、児童会館の子供たちと老人福祉センターの利用者とが一緒に落語を聞いたり体験し

たりと楽しい行事になりました。今後も世代交流の場を積極的に作っていきます。 

 

☆サークル活動（高齢者活動支援事業） 

令和 4年 12 月ですべてのサークルが再開しています。 

サークル再開に当たっては感染予防対策について話したうえでの再開となっています。令和 4 年度

の登録サークルは自主解散１，新規１を含んで 31 サークルとなっています。 

 

☆利用料金収入状況（浴室利用料） 

令和 4 年決算額が 484,000 円。休館なく 1 年を通して開館したことや、光熱水費の高騰を受けて利

用者は増加している。女性の利用者が増加しており、金曜日は女性利用者の定員を増やしている。 

 

☆建物設備の修繕 

令和 4年度修繕管理状況 

〇10 月 ボイラー室 屋内栓電流計取替 

〇3月 右浴室 床補修 

〇3月 外アプローチ 点字タイル交換 

〇3月 体育室 水銀灯安定器 4台取替 

〇3月 ボイラー室 消火栓制御盤フロートレススイッチ交換 

 

☆備品購入の内容 

令和 4年度新たな備品の購入はない。 



資料1

〇センター総利用人数（比率）

R4年度 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 男女別合計
北区男性 8 239 1234 2371 3570 1670 171 9263

比率 0.09% 2.58% 13.32% 25.60% 38.54% 18.03% 1.85% 86.13%
他区男性 75 7 447 338 458 112 55 1492

比率 5.03% 0.47% 29.96% 22.65% 30.70% 7.51% 3.69% 13.87%
男性合計 83 246 1681 2709 4028 1782 226 10755

比率 0.77% 2.29% 15.63% 25.19% 37.45% 16.57% 2.10% 36.35%
北区女性 435 1349 4792 3927 2625 1098 207 14433

比率 3.01% 9.35% 33.20% 27.21% 18.19% 7.61% 1.43% 76.63%
他区女性 40 421 1340 1414 894 195 98 4402

比率 0.91% 9.56% 30.44% 32.12% 20.31% 4.43% 2.23% 23.37%
女性合計 475 1770 6132 5341 3519 1293 305 18835

比率 2.52% 9.40% 32.56% 28.36% 18.68% 6.86% 1.62% 63.65%
年代別合計 558 2016 7813 8050 7547 3075 531 29590

比率 1.89% 6.81% 26.40% 27.21% 25.51% 10.39% 1.79% 総利用人数

R3年度 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上 男女別合計
北区男性 6 163 762 704 1389 715 67 3806

対比 133.33% 146.63% 161.94% 336.79% 257.02% 233.57% 255.22% 243.38%
他区男性 48 41 229 150 161 25 17 671

対比 156.25% 17.07% 195.20% 225.33% 284.47% 448.00% 323.53% 222.35%
男性合計 54 204 991 854 1550 740 84 4477

対比 153.70% 120.59% 169.63% 317.21% 259.87% 240.81% 269.05% 240.23%
北区女性 192 711 2300 1646 1015 601 75 6540

対比 226.56% 189.73% 208.35% 238.58% 258.62% 182.70% 276.00% 220.69%
他区女性 45 409 762 659 339 77 47 2338

対比 88.89% 102.93% 175.85% 214.57% 263.72% 253.25% 208.51% 188.28%
女性合計 237 1120 3062 2305 1354 678 122 8878

対比 200.42% 158.04% 200.26% 231.71% 259.90% 190.71% 250.00% 212.15%
年代別合計 291 1324 4053 3159 2904 1418 206 13355

対比 191.75% 152.27% 192.77% 254.83% 259.88% 216.85% 257.77% 221.56%

〇入浴利用人数

R4利用人数 R3利用人数 対比
男性 1201 777 154.57%

比率 49.63% 58.07%
女性 1219 561 217.29%

比率 50.37% 41.93%
合計 2420 1338 180.87%

〇新規利用登録者人数

R4新規登録数 R3新規登録数 対比
北区男性 29 13 223.08%
他区男性 3 5 60.00%
北区女性 81 54 150.00%
他区女性 17 9 188.89%
合計 130 81 160.49%

※対比＝令和4年度/令和3年度

札幌市北老人福祉センター

令和4年度利用者数（4月～3月）

※令和3年7月より入浴日減
※令和1年度入浴者数3,639人

※令和1年度新規利用者数139人

※令和1年度41,122人
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R4 R3 <専門家相談事業>
404 84 480.95% R3/認知症予防講座・スマホ教室

2 5 40.00% R4/フレイル予防講座・相続クイズ・水分補給講座・睡眠と健康

406 89 456.18% 　　相続講座・スマホ教室・スマホ”de”健康教室

R4 R3 R4 R3 <健康体操>
35 14 469 270 173.70% 代謝アップ体操・健美操・Wの刺激
13 5 105 28 375.00% 笑話歌声体操・フラダンス（R3）
12 8 356 217 164.06% <生活講座>
12 8 396 239 165.69% パステルアート・美術への誘い（R4）
72 35 1326 754 175.86% フラワーアレンジメント（R4）

R4 R3 R4 R3
120 74 1657 842 196.79%
48 26 920 412 223.30%
36 24 917 506 181.23%
24 16 472 190 248.42%

228 140 3966 1950 203.38%
36 12 210 37 567.57%
37 24 586 367 159.67%
36 12 833 208 400.48%
36 12 545 143 381.12%
24 20 81 54 150.00%
23 24 144 111 129.73%
0 16 0 80 R4開講無し

23 0 173 0 R4講座再開
36 36 107 211 50.71%
36 34 254 177 143.50%
0 18 0 52 R4開講無し

36 17 234 111 210.81%
36 36 384 333 115.32%
22 0 303 0 R4新規開講
24 33 220 224 98.21% R4講師都合により、7～10月休講
24 24 166 109 152.29%
24 15 196 110 178.18%

453 333 4436 2327 190.63%
681 473 8402 4277 196.45%

〇行事
参加人数 参加人数

40 40
286 33
40 73
46

412

〇各種レクリエーション
R4 R3 対比

5108 2111 241.97%
6894 3191 216.05%

12002 5302 226.37% ※対比＝令和4年度/令和3年度

札幌市北老人福祉センター

令和4年度　事業・講座・行事の実施状況

皮革工芸

俳句
フラワーアレンジメント

初めての木彫
パソコン講座（Word）
パソコン講座（Excel）
暮らしの書道

大正琴

合計

カーリンコン
頭の体操

相談件数
対比相談事業

回数 参加人数

専門家相談事業
個別相談

備考

備考
対比講演運動等事業

健康体操
生活講座
かんたんトレーニング
トレーニング・ヨガ

合計

節分フェス

回数 参加人数
対比

楽しいヨガ

健康増進講座

教養講座

詩吟
舞踊

ふまねっと

備考

R4
あさぶ笑点

歌謡
民謡

クリスマスビンゴ
R3

水彩画
はじめての手話
絵手紙

教養向上講座

文化祭
クリスマスカーニバル

囲碁・将棋

合計

オカリナ

フラダンス

合計

サークル活動
合計

合計
節分フェス
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Ｒ5年度

数値目標 実績 数値目標：案

15,000 29,590 32,000

120 404 200

80%以上 337% 80%以上

80％以上 94% 80%以上

3、健康増進事業 講演運動等事業、健康増進機能訓練等

1,000 5,292 2,500

80％以上 529% 80％以上

80％以上 96% 80%以上

4、教養講座事業

70％以上 135.3% 75％以上 定員119：講座申込数161名

80％以上 92% 80％以上

70％以上 64% 70％以上

80％以上 77% 80％以上

70％以上 105% 70％以上 定員有のレク・行事による実績

80％以上 100% 80％以上 聞き取り調査

80％以上 77% 80％以上 定例アンケート調査結果

R4年度専門家相談事業実施回数目標
4回以上、参加人数合計60人以上⇒実
績・・実施回数35回参加人数404人

満足度（講演・運動等事業）

　　　　利用者数

2、生活相談等に関する業務

札幌市北老人福祉センター 　令和4年度事業実績数値目標達成状況･次年度目標値案　

事業内容

R4年度

備　　　考

１、総利用者数

　　　　満足度

　　　　理解度・満足度

5、レクレーション・各種行事

　　　　参加人数

　　　　理解度・満足度

6、接遇に対する満足度

　　　　受講者数

　　　　利用者数

　　　　比率目標

　　　　利用者数

　　　　比率目標

　（１）定員制講座

　　　　申込定員と受講者数

　　　　理解度・満足度

　（２）自由参加講座

満足度（専門家相談事業）
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区分 大広間 教養講座室 職能訓練室 多目的室 娯楽室 和室 開館日

４月 21.5 15.5 12.5 16.0 23.0 29.0 29.0

５月 20.0 16.0 11.5 14.0 20.5 27.0 27.0

６月 23.0 19.0 15.5 14.5 23.5 30.0 30.0

７月 22.0 15.0 17.5 12.5 23.5 29.0 29.0

８月 23.0 16.0 14.0 10.0 22.0 30.0 30.0

９月 22.5 17.0 15.5 12.0 24.0 28.0 28.0

１０月 21.0 17.0 18.0 13.0 26.0 31.0 31.0

１１月 23.0 16.5 16.5 13.0 23.5 28.0 28.0

１２月 22.0 16.0 13.5 14.0 23.0 28.0 28.0

１月 19.5 16.0 14.0 10.0 23.5 27.0 27.0

２月 21.0 17.0 14.5 10.0 21.0 26.0 26.0

３月 23.5 17,5 19.5 12.5 24.5 30.0 30.0

使 用 日 計 A 262.0 181.0 182.5 151.5 278.0 343.0

営 業 日 数 B 343.0 343.0 343.0 343.0 343.0 343.0 343.0

稼 働 率 A/B 76.4% 52.8% 53.2% 44.2% 81.0% 100.0%

札幌市北老人福祉センター

令和4年度 講座室等利用状況

*娯楽室⇒「囲碁・将棋開放」以外にサークル使用あり

各講座室使用日数・稼働率
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日程

8/3

９/3 札幌市北消防署

9/3

9/9

１０/14

9/21

9/25

10/7

1/12

北老 5名

児童会館 2名

まちづくり

センター
2名

清掃 3名

北老 5名

児童会館 2名

まちづくり

センター
2名

清掃 3名

救急救命講習

令和４年度防災訓練報告

実施日時

飛嶋札幌市防災協会

木原

札幌市保健所

札幌市防災協会

認知症を支える会

江別市

札幌市保健所

菊地

研修内容 主催 参加職員

札幌市北老人福祉センター 令和4年度職員研修報告

救急救命講習 川上札幌市防災協会

澤口

高齢者の結核 札幌市保健所 川上

高齢者の結核

高齢者の結核

認知症の人を介護する家族支援を考える

認知症当事者から見た世界

AED講習会

救急救命講習

菊地

澤口

澤口

②R5年３月７日（火）

9:00~9:15 ＊老人福祉センター、児童会館、まちづくりセンター合同で開

催。

＊避難集合場所は体育館を屋外と想定し避難を実施。

＊消防署への仮想通報も実施

概要参加人数

①R４年９月２０日（火）

9:00~9:30

＊老人福祉センター、児童会館、まちづくりセンター合同で開

催。

＊避難集合場所は体育館を屋外と想定し避難を実施。

＊消防署への仮想通報も実施

＊北海道総合防災設備の方、立会いの下訓練を行い、一通りの

訓練終了後、消火気・消火栓使用訓練説明を受けた。
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R4 R3

1 洋 裁 洋裁サークル 120 54 222.22%

2 オカリナ ひびきフレンズ 198 0 令和4年4月再開

3 英会話 笑（えみ） 155 92 168.48%

4 絵手紙 ふきのとう 130 78 166.67%

5 木 彫 麻の実会 256 133 192.48%

6 ダンス ダンスサークル 201 0 令和4年12月再開

7 英会話 英会話練習サークル 161 55 292.73%

8 皮革工芸 こふじ会Ｂ 196 68 288.24%

9 パソコン PCフレンズ 110 57 192.98% ※令和5年1月解散

10 皮革工芸 こふじ会Ａ 250 177 141.24%

11 ふまねっと ohana 432 211 204.74%

12 水彩画 327 158 206.96%

13 剣詩舞 剣詩舞サークル 60 48 125.00% 10月以降活動無

14 水彩画 さわやかグループ 112 77 145.45%

15 絵手紙 313 108 289.81%

16 舞 踊 みやび会 610 393 155.22%

17 パソコン パソコンクラブ 55 50 110.00%

18 俳句 新琴似俳句同好会 235 119 197.48%

19 箏・写経 琴書会 134 93 144.09%

20 洋裁 229 0 令和4年7月再開

21 ヨガ マンダラ 288 184 156.52%

22 ﾚｸﾚｰｼｮﾝ 34 16 212.50%

23 体操 ピラティス 153 82 186.59%

24 体操 ピラ＆ヨガ 242 148 163.51%

25 絵手紙 花乃音 109 56 194.64%

26 カラオケ 歌謡講座サークル 172 32 537.50% 令和4年1月再開

27 体操 ニコニコ体操 239 158 151.27%

28 体操 グルッペ１２ 187 109 171.56%

29 合唱 うた倶楽部 282 63 447.62% 令和3年12月再開

30 太極拳 すこやか 212 104 203.85%

31 編み物 ひまわり 178 117 152.14% 令和3年10月再結成

32 ふまねっと アミーコ 514 151 340.40% 令和3年7月新設

6,894 3,191 216.05%

※対比＝令和4年度/令和3年度

対比 備   考

    計

札幌市北老人福祉センター 

令和4年度 サークル活動実施状況

№ 区分 サークル名

亜麻の会

青空

シルク

遊友

実績(参加人数）



           

           

           

           

           

           

           

             

             

             

             

               

             

             

               

               

               

             

               

      

           

           

           



１　収入　　 (円)
項目 予算額（円） 決算額

指定管理費 42,580,000 45,060,000 2,480,000増

利用料金収入 370,000 484,000 200*2,420回

自動販売機（自主事業） 200,000 194,485

43,150,000 45,738,485

２　支出
大項目 中項目 小項目 予算額 決算額

指定管理業務 管理費 人件費 18,332,000 17,557,551

物件費 0 0

小計 18,332,000 17,557,551

事業費 人件費 0 0

物件費 21,850,000 20,104,647

小計 21,850,000 20,104,647

40,182,000 37,662,198

自主事業 管理費 人件費 0 0

物件費 0 0

小計 0 0

事業費 人件費 0 0

物件費 89,000 60,569

小計 89,000 60,569

89,000 60,569

受託事業 管理費 人件費 0 0

物件費 0 0

小計 0 0

事業費 人件費 0 0

物件費 0

小計 0 0

0 0

支出計(B) 40,271,000 37,722,767

３　収支
項目 予算額 決算額

当期利益(A-B) 2,879,000 8,015,718

自主事業による利益還元(C) 111,000 133,916

法人税等(法人税、住民税及び事業税)(D) 549,000 1,523,000

当期純利益(A-B-C-D) 2,219,000 6,358,802
注)

2　収入の表は、様式2に基づき作成してください。なお、行が足りない場合は、適宜追加してください。
3　支出の表は、様式3に基づき作成してください。
4　収支の表の法人税等欄の額が確定していない場合は、予想される税金の額を記載してください。

様式1　令和４年度北老人福祉センター決算書(支出内訳)　　　(総括表)

摘　　　要

受託事業計

摘　　　要

19%

1　施設において自主事業として実施した、札幌市その他の機関や団体からの受託事業がある場合には、当該
受託事業をその他の自主事業と区分して記載してください。 (様式2以下についても同様です。)

収入計(A)

摘　　　要

指定管理業務計

自主事業計



様式2　令和４年度札幌市北老人福祉センター決算書　(収入内訳)

1.利用料金収入
（円）

区分 単位
利用料金

(単価)
利用回数 予算額（円） 備考

午前
午後
夜間
全日 200 2420 484,000
計 484,000

午前
午後
夜間
全日
計

午前
午後
夜間
全日
計

午前
午後
夜間
全日
計

午前
午後
夜間
全日
計

484,000

注)

総計

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。

浴室



2.指定管理業務の事業収入、自主事業収入、受託事業収入
(円)

項目 予算額（円） 摘要

42,580,000

2,480,000

45,060,000

194,485

194,485

45,254,485

注)

自主事業収入計

受託事業収入計

事業収入計

受託事業

自主事業

自動販売機収入

 指定管理業務事業収入計

指定管理
業務

事業名

介護予防事業

令和４度指定管理業務費

同上増額(光熱費高騰分)

1　項目毎に、事業単位で記載してください。

4　自主事業において札幌市その他の機関や団体からの補助金の交付を受けた場合には、摘要欄に補
助金の交付元名、補助事業名、補助率等を簡潔に記載してください。
5　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載し、摘要欄には委託元名を記載してください。

3　税込で記載してください。
2　行が足りない場合は、適宜追加してください。



（円）

管理費 事業費 管理費 事業費 管理費 事業費

給料手当 12,609,003

臨時雇賃金 2,538,468

退職金積立金 300,000

福利厚生費 67,610

法定福利費 2,042,470

人件費計 17,557,551 0 0 0 0

旅費・交通費 5,482

光熱水費 9,149,862 0

通信運搬費 242,699 0

広告宣伝費 5,000

保険料 152,023

賃借料 281,723

修繕費 313,940

消耗品費 886,623

備品費 0

印刷製本費 0

振込手数料 94,655

外注費 5,348,250

諸謝金 2,981,179

事務用品費 213,010

雑費 429,272

行政財産の目的
外使用料

0 60,569

新聞・図書費 929
0

物件費計 0 20,104,647 0 0 0

17,557,551 20,104,647 0 60,569 0 0

指定管理業務

・管理費：施設における事業を管理するために経常的に要する費用。管理部門の費用など。
・事業費：施設における事業の目的のために直接要する費用で管理費以外のもの。

人件費

物件費

注)
支出計

5　自主事業、受託事業において事業数が複数の場合、各事業の合計額を記載してください。

様式3　令和４年度北老人福祉センター決算書　（支出内訳）

科目項目
受託事業

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。
2　税込で記載してください。
3　管理費、事業費を区分する際の考え方は次のとおりとします。

4　受託事業欄は、様式1(注1)の事業について記載してください。

自主事業
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収
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合
計

1
7
,5

5
7
,5

5
1

1
　

行
が

足
り

な
い

場
合

は
、

適
宜

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。

5
　

配
置

部
署

に
お

い
て

指
定

管
理

業
務

で
の

事
業

を
担

当
し

て
い

る
場

合
、

備
考

欄
に

当
該

事
業

名
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

2
　

職
種

欄
に

は
、

館
長

、
部

長
、

課
長

等
の

役
職

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
3
　

雇
用

形
態

に
つ

い
て

は
、

以
下

に
よ

り
区

分
し

て
く

だ
さ

い
。

　
・
正

規
職

員
：
当

該
団

体
が

雇
用

し
て

い
る

労
働

者
で

雇
用

期
間

の
定

め
の

な
い

者
の

う
ち

、
パ

ー
ト
タ

イ
ム

労
働

者
な

ど
を

除
い

た
、

い
わ

ゆ
る

正
社

(職
)員

　
・
パ

ー
ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
：
正

社
員

よ
り

１
日

の
所

定
労

働
時

間
が

短
い

か
、

１
週

の
所

定
労

働
日

数
が

少
な

い
労

働
者

で
、

雇
用

期
間

が
１

か
月

を
超

え
る

か
、

又
は

定
め

が
な

い
職

員
　

・
契

約
職

員
：
特

定
職

種
に

従
事

し
、

雇
用

期
間

を
定

め
て

契
約

す
る

職
員

(「
パ

ー
ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
」
に

属
す

る
職

員
を

除
く

)
　

・
嘱

託
職

員
：
団

体
の

定
年

退
職

者
等

を
一

定
期

間
再

雇
用

す
る

目
的

で
契

約
し

、
雇

用
す

る
職

員
　

・
そ

の
他

：
上

記
に

属
さ

な
い

職
員

(他
企

業
等

よ
り

出
向

契
約

等
に

基
づ

き
出

向
し

て
き

て
い

る
職

員
な

ど
)。

な
お

、
上

記
に

属
す

る
か

ど
う

か
の

判
断

が
困

難
な

場
合

は
、

「
そ

の
他

」
と

し
て

く
だ

さ
い

。

4
　

各
管

理
費

・
事

業
費

欄
に

お
い

て
両

方
の

経
費

に
該

当
す

る
場

合
に

は
、

両
方

の
欄

に
該

当
額

を
そ

れ
ぞ

れ
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

臨
時

雇
賃

金
配

置
部

署
職

種
雇

用
形

態
福

利
厚

生
費

法
定

福
利

費
配

置
人

数
給

料
手

当



2
　

自
主

事
業

（
千

円
）

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

計
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
注

)

臨
時

雇
賃

金
備

考
(事

業
名

等
)

雇
用

形
態

配
置

人
数

1
　

行
が

足
り

な
い

場
合

は
、

適
宜

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。
2
　

職
種

欄
に

は
、

館
長

、
部

長
、

課
長

等
の

役
職

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

配
置

部
署

職
種

給
料

手
当

6
　

同
一

部
署

に
お

い
て

指
定

管
理

者
業

務
又

は
受

託
事

業
と

人
件

費
を

案
分

し
て

い
る

場
合

に
は

、
案

分
の

考
え

方
(比

率
等

)を
備

考
欄

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

　
　

 (
例

：
指

定
管

理
業

務
：
自

主
事

業
=
2
:1

と
し

て
配

分
)

3
　

雇
用

形
態

に
つ

い
て

は
、

以
下

に
よ

り
区

分
し

て
く

だ
さ

い
。

　
・
正

規
職

員
：
当

該
団

体
が

雇
用

し
て

い
る

労
働

者
で

雇
用

期
間

の
定

め
の

な
い

者
の

う
ち

、
パ

ー
ト
タ

イ
ム

労
働

者
な

ど
を

除
い

た
、

い
わ

ゆ
る

正
社

(職
)員

　
・
パ

ー
ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
：
正

社
員

よ
り

１
日
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所

定
労

働
時
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が

短
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か
、

１
週

の
所
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少
な

い
労

働
者

で
、
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用
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間

が
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え
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、
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、
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す
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の
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、
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・
そ
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：
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記
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い
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員
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企

業
等

よ
り

出
向

契
約

等
に

基
づ

き
出

向
し

て
き

て
い

る
職

員
な

ど
)。

な
お

、
上

記
に

属
す

る
か

ど
う

か
の

判
断

が
困

難
な

場
合

は
、

「
そ

の
他

」
と

し
て

く
だ

さ
い

。

4
　

各
管

理
費

・
事

業
費

欄
に

お
い

て
両

方
の

経
費

に
該

当
す

る
場

合
に

は
、

両
方

の
欄

に
該

当
額

を
そ

れ
ぞ

れ
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

5
　

配
置

部
署

に
お

け
る

担
当

事
業

名
を

備
考

欄
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

福
利

厚
生

費
法

定
福

利
費



3
　

受
託

事
業

（
千

円
）

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

管
理

費
事

業
費

介
護

予
防

自
立

支
援

計
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注
) 6

　
同

一
部

署
に

お
い

て
指

定
管

理
者

業
務

又
は

自
主

事
業

と
人

件
費

を
案

分
し

て
い

る
場

合
に

は
、

案
分

の
考

え
方

(比
率

等
)を

備
考

欄
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
　

　
 (

例
：
指

定
管

理
業

務
：
自

主
事

業
=
2
:1

と
し

て
配

分
)

福
利

厚
生

費
法

定
福

利
費

備
考

(事
業

名
等

)

1
　

行
が

足
り

な
い

場
合

は
、

適
宜

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。

雇
用

形
態

配
置

人
数

給
料

手
当

4
　

各
管

理
費

・
事

業
費
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に
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、
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。
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当
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に
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い

。

2
　

職
種

欄
に
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、

館
長

、
部

長
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課
長

等
の
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職

名
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
3
　

雇
用

形
態

に
つ

い
て

は
、

以
下

に
よ

り
区

分
し

て
く

だ
さ

い
。

　
・
正

規
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員
：
当

該
団

体
が

雇
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し
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い
る

労
働
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で

雇
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期
間

の
定
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の

な
い

者
の

う
ち

、
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ー
ト
タ

イ
ム

労
働

者
な

ど
を
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た
、

い
わ

ゆ
る

正
社

(職
)員

　
・
パ

ー
ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
：
正

社
員

よ
り

１
日

の
所

定
労

働
時

間
が

短
い

か
、

１
週

の
所

定
労

働
日

数
が

少
な

い
労

働
者

で
、

雇
用

期
間

が
１

か
月

を
超

え
る

か
、

又
は

定
め

が
な

い
職

員
　

・
契

約
職

員
：
特

定
職

種
に

従
事

し
、

雇
用

期
間

を
定

め
て

契
約

す
る

職
員

(「
パ

ー
ト
、

ア
ル

バ
イ

ト
」
に

属
す

る
職

員
を

除
く

)
　

・
嘱

託
職

員
：
団

体
の

定
年

退
職

者
等

を
一

定
期

間
再

雇
用

す
る

目
的

で
契

約
し

、
雇

用
す

る
職

員
　

・
そ

の
他

：
上

記
に

属
さ

な
い

職
員

(他
企

業
等

よ
り

出
向

契
約

等
に

基
づ

き
出

向
し

て
き

て
い

る
職

員
な

ど
)。

な
お

、
上

記
に

属
す

る
か

ど
う

か
の

判
断

が
困

難
な

場
合

は
、

「
そ

の
他

」
と

し
て

く
だ

さ
い

。

配
置

部
署

職
種

臨
時

雇
賃

金



様式5　令和４年度決算書(支出内訳）　(物件費)

1　指定管理業務

管理費 事業費

旅費・交通費 5,482 市内交通費

光熱水費 9,149,862 電気・ガス・水道料

通信運搬費 242,699 電話料、郵便料、ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ料

広告宣伝費 5,000 あさぶ新聞年始広告等

保険料 152,023 損害保険料

賃借料 281,723 コピー機、給茶機、ＡＥＤ他

修繕費 313,940 庁舎設備他修繕費等

消耗品費 886,623 椅子・ｶｰﾃﾝ、ｺﾋﾟｰ関連費、給茶機用お茶代、ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ他

備品費 0 椅子等備品更改

印刷製本費 0

振込手数料 94,655

外注費 5,348,250 委託業者へ支払う委託料他

諸謝金 2,981,179 講師謝礼　　　 カーリンコン・ふまねっと交通費

事務用品費 213,010 事務用消耗品、コピーカウンター料金他

雑費 429,272 ゴミ収集料金、集会室使用料他

新聞・図書費 929 道新購読料他

計 0 20,104,647

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。

2　税込で記載してください。

科目

予算額（円）

摘要



管理費 事業費

旅費・交通費

光熱水費

通信運搬費

租税公課

広告宣伝費

保険料

事務用品費

賃借料

修繕費

消耗品費

備品費

振込手数料

諸謝金

会議費

新聞・図書費

雑費

印刷製本費

交際費

行政財産の目的外
使用料

60,569

外注費

計 0 60,569

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

摘要

2　自主事業

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。

2　税込で記載してください。

科目

予算額（千円）



管理費 事業費

旅費・交通費

光熱水料費

通信運搬費

租税公課

広告宣伝費

保険料

賃借料

修繕費

消耗品費

備品費

印刷製本費

振込手数料

諸謝金 専門職講師料

委託費

雑費

計 0 0

注)

3　摘要欄には各科目の支出の概略を記載してください。

1　行が足りない場合は、適宜追加してください。

2　税込で記載してください。

科目 摘要

予算額（千円）

3　受託事業


